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　新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様には平成２３年の新春を健やかに

お迎えのことと、お慶び申し上げます。

　昨年中は、会員の皆様方には、法人会の運

営に深いご理解とご協力を賜り、お蔭を持ち

まして、事業運営も順調に推移することが出

来改めまして、厚く御礼申し上げます。

　最近の経済状況を見ますと、景気回復の兆

しもなく、長いトンネルに入ってしまったよ

うな気がしておりますが、私共中小企業を取

り巻く環境も、依然として消費需要の低迷、

売り上げの減少、社会保障への不安等、本当

に厳しい状況が続いております。

　こうした厳しい経済環境の中で、努力され

ている会員皆様は、大変なご苦労をされてい

ることと、拝察いたしております。

　当会では、昨年１１月２６日、創立６０周

年・社団化３５周年記念式典を盛大かつ厳粛

に挙行いたしました。また、楽天イ－グルス

名誉監督の野村克也氏をお招きしての記念講

演会では、大盛況となりました。これも偏に

会員皆様のお蔭と感謝申し上げる次第です。

　今後とも少しでもお役に立つ事業を充実さ

せ、努力をしていく所存でございますので、

より一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。

　また、平成２０年に１００年ぶりの公益法

人制度改革が決まり、平成２５年１１月まで

に新たに申請して公益社団（一般社団）法人

を取得しなければなりません。そのためには、

会員皆様のご理解とご協力を切にお願い申し

上げます。

　最後になりましたが、足立税務署石川署長

をはじめ幹部職員の方々、関係団体役員の方

々の格別のご高配に心から御礼申し上げると

共に、皆様のご事業の繁栄並びにご多幸を心

よりご祈念申し上げ、私の新年のご挨拶とさ

せていただきます。

公益社団法人を
　　　目指して！！

社団法人  足立法人会会長

須　賀　　豊

新年のご挨拶

足立税務署長

　新年あけましておめでとうございます。
　平成２３年の年頭にあたり、社団法人足立
法人会の皆様方に謹んで新年のお慶びを申し
上げます。
　旧年中は、須賀会長をはじめ役員並びに会
員の皆様方より、税務行政に対しまして深い
ご理解と格別なご協力を賜り、厚く御礼を申
し上げます。
　さて、昨年は、足立法人会の創立６０周年
記念式典を挙行されるとともに、記念講演も
大盛況でありました。
�さらに本年は、足立法人会の将来を見据え、
新公益法人制度のもと、「公益法人社団」へ
の移行を目指されると伺っております。次世
代に向け、足立法人会の更なる発展を祈念申
し上げます。
　最近の社会経済情勢同様に、税務行政面に
おきましても、経済取引の国際化や高度情報
化への対応に積極的に取り組む必要性に加え、
滞納の未然防止・圧縮など様々な課題が発生
しております。
　健全な申告納税制度を維持するためにも、
適正公平な課税と徴収の実現に向けて、職員
一同精一杯努力しているところでございます。
　お蔭様をもちまして、国税庁の重要課題で
ありますe-Taxの利用拡大につきましては、
昨年９月に足立税務署管内・税務関係７団体
による「e-Tax利用推進宣言」を行っていた
だきました。平成２３年度は、「オンライン
利用拡大行動計画」における先行手続（１１
手続）のe-Tax利用の目標（７０％）達成の
最終年度に当たります。
　本年は、辛「卯」年、「e-Tax利用拡大年」
と位置づけ、更なるe-Taxの飛躍の年にした
いと考えていますので、ご支援・ご協力をお
願い申し上げます。
　間もなく、平成２２年分の所得税、贈与税、
個人事業者の消費税の確定申告期を迎えます。
会員企業の役員や従業員の皆様など、確定申
告をされる方がいらっしゃると思いますが、
申告書の作成に国税庁ホームページの「確定
申告書等作成コーナー」をご利用いただき、
e-Taxや郵送で早めにご提出いただきますよ
うよろしくお願いいたします。
　結びに当たり、社団法人足立法人会の益々
のご発展と会員の皆様方のご健勝並びに事業
のご繁栄を心から祈念申し上げまして、新年
の挨拶とさせていただきます。

石　川　克　彦
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　新年明けましておめでとうございます。

　社団法人足立法人会の皆様方には、健やか

に新春をお迎えになったことと心よりお慶び

申し上げます。

�　昨年中は、須賀会長をはじめ役員、会員

の皆様方には、東京都の税務行政に対しまし

て深い御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　貴会におかれましては、区民まつりにおけ

る租税教育の推進をはじめ、特別講演会や各

種説明会等を通じ、税知識の普及と納税道義

の高揚に、多大な御尽力をいただいておりま

す。エルタックスにつきましても、これまで

の御協力に感謝申し上げますとともに、顧問

の税理士先生に「代理送信」を依頼していた

だくなど、より一層のお力添えを賜りますよ

うお願い申し上げます。

　わが国の経済は依然として停滞局面にあり、

早期に回復軌道に乗ることを望むところです。

東京都としても、中小企業支援・雇用確保対

策など、都民の生活にかかわる喫緊の課題に

対して時期を逸することなく、全力で取り組

んでいるところでございます。

　主税局では、都税収入の確保に向け、納税

者の利便性を高め、納税率の向上を目指し、

コンビニ収納や電子申告・納税といった取組

みを推進しております。更に、今年から始ま

るクレジットカード納税に向け、その準備を

進めているところです。

　また、社会情勢の変化に対応した施策を税

の面から推進すべく「中小企業者向け省エネ

促進税制」や、「住宅の耐震化促進減税」な

ど、独自の減税を実施しております。

　私ども足立都税事務所も、適正・公平かつ

効率的な事務運営を一層推進し、納税者の皆

様の信頼に応えられるよう努めてまいる所存

です。どうか、引き続き御支援・御協力を賜

りますよう、お願い申し上げます。

　結びに、昨年、創立６０周年という節目の

年を迎えられた社団法人足立法人会の皆様に

とって、新たなスタートとなる本年が、跳躍

する「卯」のごとく、飛躍の年となりますよ

う、御祈念申し上げ、新年の御挨拶とさせて

いただきます。

　新年明けましておめでとうございます。

社団法人足立法人会の須賀会長はじめ、役員

・会員の皆様には平成23年の初春を健やかに

お迎えのこととお喜び申し上げます。また日

頃より私ども東京税理士会足立支部に対しま

してご理解ご協力いただき深く感謝申し上げ

ます。

�　昨年は社団法人足立法人会が創立６０周

年を迎えられ、素晴らしい記念式典・記念講

演会が大盛会で終えられまして誠におめでと

うございます。私も当日お招き頂きまして式

典・講演会とも出席させて頂きましたが、特

に講演会には多くの会員が参加されその熱気

たるや足立法人会のパワーの凄さを見る思い

でした。この団結力があれば何事にも負ける

ことはないと確信いたしました。又、昨年は   

e - T a x についても税務関連団体が一丸とな

って推進していこうという契りも結ばせて頂

きました。e-Tax については、私共東京税理

士会足立支部会員に対しましても積極的に利

用することの理解を求めているところですが、

利用率が今ひとつ伸びてゆきません。本年は

是非、社団法人足立法人会の会員企業の皆様

のバックアップを頂き、東京税理士会足立支

部も、より利用者が増加するよう努力を重ね

て参ります。社団法人足立法人会の皆様と足

立支部会員との二人三脚で進めてまいりたい

と思いますのでよろしくお願い申し上げます。

　昨年は、まだまだ景気の回復の兆しが見え

ない年でしたが本年はうさぎ年ですので、う

さぎの跳ねるように、少しでも早く又、休む

ことなく着実に景気が回復していく年になる

事を祈っております。

　�いよいよ寒さも本番になると思いますが、

健康に留意され良い年と成られんことを、ご

祈念申し上げます。本年もどうぞ宜しくお願

い申し上げます。�

新年のご挨拶に

　　　　　あたり

足立都税事務所長

高　橋 　尚　之

電子申告のご利用に

ご協力を

東京税理士会足立支部
支部長

小   久   保　  隆 
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創 立 6 0 周 年・社 団 化 3 5創 立 6 0 周 年・社 団 化 3 5創 立 6 0 周 年・社 団 化 3 5
秋 晴 れ の も と

　平成２２年１１月２６日（金）、東京マリアージュ（綾瀬）において、創立６０周年・社団化35周年記

念式典が、さわやかな秋晴れのもと、盛大に挙行されました。第1部の式典では、永年にわたり当会の

運営と社会貢献に尽力された役員、女性部会へ感謝状が贈呈されました。また、第３部の記念特別講

演会では、東北楽天ゴールデンイーグルス名誉監督、野村克也氏をお招きし、ご講演を頂きました。

　会場には、600名を越える聴衆が集り、熱心に野村氏のぼやき節に聞き入っていました。

第１部　記 念 式 典

＊会長感謝状受彰者＊

（15：00～16：00）

司　会　副　会　長

　　　　総務担当委員

矢 島 幹 也

芦 川 直 実

横 溝 正 雄

須 賀　  豊

石川伊佐夫殿

原 田 尚 子殿

石山伊佐夫殿

石 川 克 彦殿

高 橋 尚 之殿

近藤やよい殿

古 性 重 則殿

大 橋 光 夫殿

小久保　隆殿

渡邊喜一郎

1. 開式の辞

2. 物故者に対しての黙祷

3. 会長式辞

4. 感謝状贈呈

5. 受彰者代表謝辞

6. 来賓祝辞

7. 来賓紹介

8. 祝電披露

9. 閉式の辞

実行委員長

会長

感謝状受彰者代表

女性部会代表

株式会社タカボシ

足立税務署長

東京都足立都税事務所長

足立区長

足立区議会議長

㈳東京法人会連合会会長

東京税理士会足立支部長

副会長

友誼団体代表

鈴 木  又右衞門 殿

脊　戸　輝　夫 殿

本　田　博　久 殿

清　野　吉　雄 殿

三　浦　昭太郎 殿

齋　賀　正　信 殿

松　丸　佐代子 殿

岡　田　尋　史 殿

八  百  板　  宏 殿

森　田　幸　作 殿

宮　田　一　男 殿

佐　藤　五　郎 殿

田　中　基　晴 殿

鬼　本　政　直 殿

星　野　多見男 殿

石　山　伊佐夫 殿

太　成　倉　庫　㈱

㈱　 ト　　 ラ　 　ヤ

㈱　 ホ　　 ン　　 ダ

清 野 金 属 工 業 ㈱

㈱ 三　浦　工　務　店

古 平 タ イ ル 工 業 ㈱

栄　大　運　送　㈱

岡　田　興　業　㈱

八　百　板　工　芸　㈲

㈱　　盛　　　　　田

足  立  央  住  設  ㈱

㈱   佐  藤  共  同  土  建

㈱　こ　べ　に　屋

㈾　鬼　本　商　店

㈱　星　　　　　和

㈱　タ　カ　ボ　シ

（順不同）

周 年   記 念 式 典周 年   記 念 式 典周 年   記 念 式 典
厳 か に  挙 行 さ れ る ！

親父バンド MIX（ミックス）
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吉　田　幸　雄 殿

下　田　忠　重 殿

内　山　良　二 殿

谷古宇　巧　一 殿

須　田　健　三 殿

女　性　部　会 殿

㈱　和　　　　　幸

㈱　下　田　商　店

㈱　内　　　　　山

㈱　谷 古 宇 商 店

㈱須田自動車整備工場

第２部　祝　賀　会
（16：20～17：30）

司　会　青年部会長

　　　　女性部会長

柳　　　孝

原 田 尚 子

吉 田 幸 雄

須 賀　  豊

井 手 政 紀 殿

鈴 木 正 光

1. 開会のことば

1. 会長挨拶

1. 乾　　杯

1. 中締および閉会の挨拶

厚生委員長

会　　　長

足立税務署副署長

組織委員長

第３部　特別講演会
（18：30～20：00）

司　会　研修委員長

　　　　会　　　長　　

中 根　  平

須 賀　  豊1. 主催者挨拶

1. 講　　　演

『勝者の資格』

野　村　克　也 氏

東北楽天ゴールデン
　　イーグルス名誉監督

1. 閉　　　会 司　　　会

600名を越える聴衆
　野村氏のぼやき節に酔う！
600名を越える聴衆

　野村氏のぼやき節に酔う！
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「税を考える週間」行事（１１／１１～１１／１７）

であります納税表彰式が、１１月１０日（水）、東

京マリアージュに於いて、挙行されました。

　当会関係の受彰者をご紹介いたします。

東京国税局長表彰

横 溝　正 雄 殿

㈲グリーン商事

㈳足立法人会副会長

染 谷 精 機 ㈱　　  　染谷　正光

㈱ ハ ギ ワ ラ 　　     萩原　　賢　　

㈱ 星 野 商 店　　　 星野　雅夫

㈱飯島ポンプ製作所　　渦波　　茂

㈲   寿　  工  　事　　染谷　憲治

丸市田中建設㈱　　  田中　清介

㈱  リ 　ー 　ド　　  山屋　照夫

足立税務署長表彰

足立税務署長感謝状

（敬称略順不同）

（敬称略順不同）

納税表彰式 盛大に開催！！
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます
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　１０月１９日（火）茨城・常陽カントリー

倶楽部において、チャリティゴルフ大会が開

催されました。今年は、足立法人会が創立６

０周年と第３０回の節目の年になり、豪華賞

品も用意され、７９名２１組の参加者でプレ

ーを楽しみました。ショートホールでは、ワ

ンオンしない方から１,０００円の募金を頂くル

ールでお願いしていましたが、ワンオンして

もしなくても全員が募金に協力して頂きまし

た。さらに、キャディさんや大同生命の推進

員さんのご協力もあり、大会を盛り上げて頂

きました。総額８１,０００円の募金が集り、

１月に足立区へ寄贈予定です。参加者の皆様

ご協力ありがとうございました。
【団体】

（敬称略）

優　勝

準優勝

第３位

【個人】 優　勝

準優勝

第３位

【ベストグロス】

第１位

第２位

第３位

　〃

　〃

第13支部

第10支部

税理士会

望月三津男

森　　延弘

井上　文仁

望月三津男

冨張　　勉

森　　延弘

佐々木康裕

鈴木　　昇

69.6（NET）

70.6（  〃  ）

71.2（  〃  ）

（72-36・36）

（76-42・34）

（79-38・41）

（79-38・41）

（79-38・41）

第30回チャリティゴルフ大会
ナイ
ス

　シ
ョッ
ト！ 法人会創立60周年記念法人会創立60周年記念

打つ前に募金箱へ入れよっと～

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

ISO導入改善セミナー開催！
　12月６日（月）、足立法人会館において、

「ＩＳＯ導入セミナー」が開催されました。

講師は、環境経営コンサルティング研究所　

東京本部　味木茂隆氏をお招きし

　①ＩＳＯとは何か？　当社に本当に必要な

　　のか。

　②ＩＳＯ導入には何が必要なのか。費用は

　　？時間は？等熱心にお話をして頂きまし

た。ＩＳＯに興味ある

方、導入を検討したい

方等、是非、事務局ま

でご連絡下さい。

（TEL03-3881-0326)

　

　参加７名（五十嵐）
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源泉部会研修会

年 末 調 整 等 説 明 会

署 長 さ ん の 講 演 会署 長 さ ん の 講 演 会

〈期　日〉11月11日（木）

〈会　場〉足立税務署4階共用会議室

〈テーマ〉① 年末調整のしかた

　　　　　② 法定調書作成のしかた

　　　　　③ e-Taxに関する説明

　　　　　④ 給与支払報告書関係説明

〈講　師〉法人課税第1部門　松島審理担当上席

　　　　　法人課税第2部門　鷹野  調査官

　　　　　管理運営第3部門　黒田  徴収官

　　　　　区・課税課　　　  飯島  主　事

〈参　加〉４３名　

◇ 期　日　12月14日（火）

◇ 会　場　綾瀬プルミエ

◇ 参　加　43名

◇ テーマ　「相続税（贈与税）あれこれ」

◇ 講　師　足立税務署長　石川克彦氏

～事例も踏まえてわかりやすく～

　

講
師
の
鷹
野
調
査

官
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　１１月２７日（土）、２８日（日）に青年

部会では研修旅行を実施しました。早朝より

名古屋に降り立ち、伊勢神宮に次ぐ大宮の熱

田神宮で歴史に触れ、名古屋市防災管理セン

ターにて災害対策活動についてシュミレーシ

ョンを交えて学ぶことができました。

　ご当地名産のひつまぶしや手羽先に舌鼓を

打ち、懇親を深めるとともに、２月の周年事

業に向け、更なる団結を誓う有意義な時間を

過ごしました。　　　　参加１０名（高橋）

　１０月１５日「全国青年の集い」に、数年

ぶりに参加してきました。

　記念講演に「三遊亭円楽」師匠が出演し、

笑いを基軸にした「心の健康増進・現代社会

の諸問題・人間関係再生」を楽しく説いた話

を聞く事が出来ました。講演を聞き、私が一

つ持ち帰れた事は「ストレス」を感じなくす

る方法を学びました。

飲食コーナーでは、宇都宮名物の餃子を各有

名店が出店していて、色々な種類の餃子を堪

能出来た事も、今回の「栃木大会」の思い出

になりました。　　　　　　参加４名（関）

　１２月２日（木）師走に入りなにかと気ぜ

わしい日々ですが、日帰り研修に大勢の方が

参加されました。晴天に恵まれ、中央高速で、

一路八王子のうかい烏山に向いました。色鮮

やかな紅葉の美しい中で、美味しい食事と目

の保養ができました。その後、バスは都心に

向け出発。車中では、ビンゴ大会をしながら、

銀座に向いそれぞれに銀ブラをし、「笑座コ

ンパル」のショーを見て、楽しい一日を過ご

しました。　　　　　    参加４２名（石鍋）

青年部会

女性部会

～全国青年の集いとちぎ大会～

～１泊２日の視察研修旅行～

～バス研修見学会～

けん ぶん ろん

リア
ルな災害体験にびっくり

秋深き奥高尾で安らぐ寛ぎのひととき秋深き奥高尾で安らぐ寛ぎのひととき秋深き奥高尾で安らぐ寛ぎのひととき

期　日　12月9日（木）
会　場　日本海庄や竹の塚
参　加　25名

今年の皆さんの慰労と来年の周年事業の成功

を祈願して部会員の交流会を開催しました。

師走恒例！青年部会交流会！
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大 盛 況大 盛 況大 盛 況大 盛 況大 盛 況大 盛 況 将来のために今から経営者と後継者でタッグを

　去る１２月８日（水）足立法人会税制委員会主催による実務セミナー

が足立法人会館にて開催されました。今回のセミナーでは、全国法人会

総連合・東京法人会連合会、他各方面でご活躍中で、得に税制面から事

業承継に詳しく、TFPコンサルティンググループ山田FAS㈱常務取締役

で税理士の布施麻記子氏にご講演を頂きました。

　事業承継は今や節税対策ではなく事業を

いかに磐石にしていくか必要との話。その

ために何が重要とされるか、いくつか例を

あげると、

①後継者に託すには経営のバトンと自社株

　のバトンの両方を渡さなくてはいけない。

②現経営者と後継者及びそれを支える経営

　陣で３、５、１０年後その先の事業をど

　うすべきか考える。

③事業が頑張って継続し、従業員の雇用も

　きちんと維持出来れば有利な制度も受け

　られる（納税猶予制度）

④現経営者と後継者で足元をしっかり見据

　え、会社を強くして、守ることが事業承

　継対策である。

と詳しく解説して頂きました。参加者の方

からもとてもわかりやすかったとか、最後

に言われた「帰社後すぐに実行されるのが

一番の対策」の言葉が心に残ったとの感想

も頂きました。法人会では今後もこのよう

な有意義なセミナーを定期的に開催してき

たいと思います。　　  参加47名（下村）

１、事業承継を具体的事例で考える

２、会社を守り、強くする

３、納税猶予制度に関するチェックポイントと

　　事業発展・継続のための対応策

４、株式の分散と集約について

５、相続税納税資金対策

失敗事例から学ぶ事業承継対策セミナー

　事業承継は企業の長期計画で取り組む問題です。普段相談する人も利

害関係者となる場合が多く、相談もままなりません。そういった意味合

いからも税制も含めた正しい知識と正しい自社の評価が不可欠となりま

す。円滑にすすめるために必要なことは「後継者に経営権を集中するこ

と」、経営者のバトンと自社株のバトンの両面から対応することが大切

とのお話しから始まりました。

　講演内容は大きく５つに分けて説明を頂きました。



12

支部通信支部通信支部通信
第6支部

初参加の
会員さん

から

ご報告～
！

　１０月２３日、法人会の皆さんと大洗旅行

に行ってきました。私は、初めての参加でし

たが、大人も子供もワイワイとまるでファミ

リーのような雰囲気でした。ここ最近は、雨

や曇りの日が続いていましたが、とっても澄

み切った空気と青空の元、出発することがで

きました。

　私にとっては、大洗という地名は、今回初

めて知り、また茨城県も始めて行く場所でし

た。どんな場所なのだろう？水族館にはどん

な魚がいるのだろう？昼食はどんな料理だろ

う？（笑う）お魚は美味しいのだろうか？柿狩

りって柿が有名なの？美味しいのかな？いろ

んなワクワクを抱えた私達をまず大洗の海が

受け止めてくれました。「海は広いな大きい

な～♪」まさにこの歌そのものでした。暖か

い日差しで海はきらきらと輝いていて、まる

で「ようこそ大洗へ！」とにこにこ笑ってい

るようでした。

　大洗水族館は、みんなを楽しませるため、

いろんな工夫がなされていて、私が一番、気

に入ったのは、エイや、鰯、海亀が泳ぐ大水

槽です。ダイバーが水中カメラを持って水槽

に入り、魚に接近しその映像をテレビとスク

リーンに映し出してくれるんです。鰯は水槽

の中でも何百匹もの群れを作っています。他

の大きな魚に食べられないようにそうしてい

るようです。確かに、こんなにも集まったら、

サメに匹敵する位大きな１匹の魚のようです。

さらに、こんな様子も見せてくれました。「

こんなにも大きかったら、逆に目立ってしま

って、サメに見つかって、食べられちゃうん

じゃないの？そう思うでしょ？見てて下さい

ね～！」ダイバーはそういいながら、サメに

なった気分で、鰯の群れに飛び込みました。

「食べちゃうぞ～！」ってね。すると、鰯の

群れが、群れの中央に飛び込んだダイバーか

ら距離をとるように、ば～っとドーナツ型に

形を変えました！「おお～」って歓声があが

りました。こうするとサメは、獲物はすぐそ

ばにいるのに、近づくと距離を開けられ、な

らばこっちをと近づくけど、また距離が開け

られてしまうのです。サメが目移りしている

間に、鰯はみんな逃げてしまう、そうして小

さな鰯は自分達を守っているんです。なるほ

ど～賢いですね。鰯が自分達を守るために、

ただ生き抜くために行う行動が、こんなにも

素敵な世界を作り上げるとは！自然は未知の

世界です。

　大洗には沢山の魅力があるためか、スケジ

ュールを見た時には、正直、「今日はハード

スケジュールだな。」と思いました。しかし、

旅行会社の方の言葉を借りるならば、「本当

アクアワールドで
　　　 水の生命の神秘を知る！
アクアワールドで
　　　 水の生命の神秘を知る！
アクアワールドで
　　　 水の生命の神秘を知る！
アクアワールドで
　　　 水の生命の神秘を知る！
アクアワールドで
　　　 水の生命の神秘を知る！
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支部通信支部通信支部通信

紅葉狩りと美味しいワイン

第12支部

第11支部

期　日  11月11日㈭
行　先  吉川栄治記念館・聖天宮
参　加  13名

期　日  11月17日㈬
行　先  東京タワー・NHK放送博物館
参　加  39名

名栗温泉と
  　青梅名所巡り

秋の都内散策

第３支部

第１支部

期　日  10月23日㈯
行　先  東京ディズニーランド
参　加  55名

期　日  11月16日㈫
行　先  国会議事堂・東京タワー
参　加  34名

は、アウトレットでもう１時間、ゆっくりお

買い物をしてもらいたかった。せっかく来た

水族館、できればもう１時間、いろんなサメ

やショーを見てもらいたかった。ただ、限ら

れた時間の中で、できる限り皆さんが楽しん

でもらえるよう企画しました。」本当にこの

言葉に尽きるのだと思います。大洗をはじめ、

日本にはまた世界には、素敵な場所が沢山あ

ります。限られた時間の中で、ああ来てよか

った～。楽しかった～。と充実した時を過ご

すことが、どんなに幸せなことなのか、人生

楽あり苦あり、いろんなストレスがある昨今、

自分なりに自然や仲間に心を許し、リフレッ

シュすることが、どんなに大切なことなのか。

皆さんとの旅行を振り返り、ふと、そんなこ

とを思いました。

　最後になりましたが、この旅行を企画して

下さった、法人会はじめ、旅行会社の方々、

そして一緒に楽しい時間を過ごして下さった

皆さん、ありがとうございました。

　また、今回旅行に参加できなかった皆さん、

機会があれば、ぜひ足立法人会の行事に参加

してみて下さい。            参加３５名（M子）

夢の国ディズニーランド第1弾

第2弾

　１１月１７日（水）晩秋とはいえ春の様な
陽気の中、昇仙峡に向かいました。川沿いの
遊歩道を散策、赤や黄に色づいた紅葉を眺め
ながら、会員同志で楽しく語り合い、あっと
いう間の１時間でした。勝沼のシャトーでは
フルコースの食事を堪能し、帰路につきまし
た。帰りの車中で来年のバス研の行先や会員
増強等の話で盛り上がり楽しい１日を過ごす
ことができました。　    参加３１名（石鍋）

東京再発見豪華ディナー
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支部通信支部通信支部通信

期　日  10月14日㈭

会　場  足立成和信用金庫竹の塚支店

参　加  32名

第13支部

第12支部

期　日  10月22日㈮

会　場  足立成和信用金庫旭町支店

参　加  33名

期　日  10月25日㈪

会　場  足立成和信用金庫佐野支店

参　加  28名

第２支部

第５支部

期　日  10月29日㈮

会　場  足立成和信用金庫南花畑支店

参　加  21名

期　日  12月1日㈬

会　場  滝野川信用金庫五反野支店

参　加  22名

第６支部

期　日  11月19日㈮

会　場  東京マリアージュ

参　加  36名

第10支部

平成22年度　共通テーマ

法人課税第一部門審理担当上席　松島一重 様
法人課税第一部門審理担当官　　西川志保 様　

①平成22年度税制改正のあらまし
②税務署からのチェックポイント！！

講 

師

各支部でさかんに
開かれました！
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申告書の作成は

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費
税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

を利用する方におすすめ！
　「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax（電子申告）

を利用して提出できます。

　平成22年分の所得税の確定申告を本人の電子署名
及び電子証明書を付して、申告期限内にe-Taxで行う
と、所得税額から最高5,000円の控除を受けること
ができます。（平成19年分から平成21年分のいずれ
かの年分の確定申告でこの控除を受けた方は受けられ

　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（
病院などの名称・支払金額等）を入力して送信するこ
とにより、これらの書類の提出又は提示を省略するこ
とができます（確定申告期限から３年間、税務署から
書類の提出又は提示を求められることがあります。）

　　　　　の利用に際しては、電子証明書の取得（

手数料が必要です。）、また、有効期限は３年間で

す。ICカードリーダライタの購入などの事前準備が

を利用して申告すると・・・

最高5,000円の税額控除 添付書類の提出省略

還付金がスピーディー
　e-Taxで申告された還付申告は、早期処理しています
（３週間程度に短縮。）。

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp 確定申告 検索

「確定申告書等作成コーナー」で！！
便利
な

「e-Tax（電子申告）」

「e-Tax」

e-Tax

e-Tax w
ww

.nta.go.jp

国税庁ホームページの国税庁ホームページの

1 2

3

書面で提出！

入

力
デー
タを送

信
！

データ送信も！

又は

入力して・・・

病院
領収書源泉徴収票

　平成22年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成23年２月16日(水)
から同年３月15日(火)までです。
�還付申告の方は、平成23年２月15日（火）以前でも申告書を提出することができます。

足立税務署・西新井税務署からの お知らせ

　２月20日、２月27日の日曜日は、足立・西新井税務署合同の確定申告書作成・
提出会場を『足立税務署』に開設します。

※ 上記の２日間、西新井税務署庁舎では

　 執務を行っておりません。

�※ 平日はそれぞれの税務署で申告書作成

　 のアドバイス等を行っております。

�

�※ 足立税務署の駐車場は利用できません

　 ので、公共交通機関をご利用ください。

�※ 混雑している場合には、受付を早めに

　 締め切ることがありますので、午後４

　 時までにお越しいただくようお願いし

　 ます。

�

�（お問い合わせ先）

�  足  立 税務署　TEL 03－3870－8911　

�  西新井税務署　TEL 03－3840－1111

開設時間：午前9時～午後5時

コンビニ

足立学園

千寿常東小学校

学
園
通
り

東口

北
千
住
駅

千代田線北千住駅

日比谷線

至浅草
東武線

至
松
戸

N

足立税務署
足立地方
合同庁舎
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34

江戸東京人文科学研究会 安　藤　義　雄

江戸っ子の愛してやまない隅田川

　江戸時代の隅田川は、鐘ヶ淵から下流をい

い、その上流は荒川といった。しかし、河川

名や地名は地元の俗称優先だから、隅田川は

千住川・浅草川・宮戸川などとも言われてい

た。まぎらわしいので江戸っ子は大川といっ

た。大川端といえば隅田川沿岸の事である。

　江戸城建設、城下町造成の時は、隅田川が

工事用資材の主な輸送路の役目を果たし、石

材・土砂等の重量運搬の舟運に利用された。

江戸城の外濠・内濠、城下町の運河・掘割り

も資材運搬の水路の役目を果たしながら城郭

形成や街地造成に利用されたのである。

　河川や掘割りは言わば流通機能の役目を担

っていたから、完成後も生活や交通・物資の

流通には欠かせない存在だった。この為河岸

場が無数にあり、隅田川に対する江戸っ子の

思いは現在の人々が想像する以上に強い。

　生活の場、行楽の場としての隅田川の情景

を金沢八景になぞらえて詠んだ詩句がある。

　浮島の秋月、関屋の落雁、待乳の晴嵐、綾

瀬の帰帆、汐入の夕照、梅若の暮雪、洲崎の

晩鐘、橋場の夜雨、の八景である。

　これは江戸前期に明の詩僧・東皐心越禅師

が、日本に亡命し水戸光圀に庇護されたが、

望郷の想いから、中国の瀟湘八景を模して作

った金沢八景賛詩を真似たものである。作者

は確定していないが、解説してみよう。

　浮島は、訛って浮間村（北区）となった。

小豆沢村（板橋区）と浮間村の間に新河岸川

の渡しがあって野趣豊かな風景だった。広い

河原にはススキが繁茂し、仲秋の名月の本場

でもあった。新河岸川は川越方面との舟運が

盛んなところで、多くの河岸場が栄えた。

　関屋の里は、いま千住関屋町となっている

が、『江戸名所図会』にも描かれた舟遊びの

名所だった。文治５年（１１８９）、源頼朝が奥州

平定後、江戸太郎重長が軍功によって受領に

任じられ、ここ奥州路に関所を設けたので、

「関屋の里」と言われたという。水鳥の宝庫

で丹頂鶴、白鷺黒鷺、鴨雁、ゆりかもめなど

様々な水鳥が集まった。関屋の中州には将軍

の御菜場があり、野菜の供給農園だった。

　浅草の待乳山聖天の春一番の突風である。

待乳山は真土山で、隅田川の自然堤防の真土

である。隅田川上流、荒川区町屋の沿岸地帯

を荒木田といい、壁土・かまど土・瓦土・土

間の三和土が採取された。浅草の今戸焼（瓦

・硯・泥人形）、対岸小梅村は瓦町だった。

　待乳山頂上の常夜灯は隅田川の灯台の役目

をした。ここから対岸へ竹屋の渡しがあった。

吉原通いの道、三谷堀の入り口の目標でもあ

る。ここから三ノ輪まで日本堤があった。

この聖天町の隣に猿若町があった。天保１３

年（１８４２）水野忠邦の改革で堺町・葺屋町・木

挽町の芝居小屋がここに移され、一丁目から

三丁目までが芝居の町になった。嘉永図には

中村座・市村座・河原崎座、薩摩座・結城座

がある。この伝統が浅草ロックの歓楽街にな

親しんだ隅田川八景

しょうしょう

あ   ず  さわ

とうこうしんえつ

まつちやましょうでん

ま つ ち や ま

た　た　き

①浮島の秋月

③待乳の晴嵐

②関屋の落雁

待乳山今では猪牙の目あてなり

ずりょう

み さい  ば 

ちよき
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っていく。

　

　綾瀬川は、かつては荒川の本流とさえいわ

れた河川だが、荒川の西遷で平野を水源とし

た小河川となり、寛永年間に足立区北部から

南流する疎流が掘られ、その後八代将軍吉宗

の遊水池再開発で米の増産が行われると、享

保１４年（１７２９）に舟運可能の河川に改修され

て鐘ヶ淵で隅田川に合流するようになった。

　この綾瀬川は上流から米穀はじめ農産物を

江戸に運び、江戸からは市民の屎尿を肥料と

して上流水稲地帯に運ぶ舟運の重要な役目を

担っていた。帰帆というから上流へ帰ってい

く舟か。ネムの花が名物で、広重の浮世絵に

も描かれている。

　荒川区南千住八町目の一帯、汐入は江戸時

代から、胡粉の産地。胡録神社周辺がその部

落の中心だった。荒川氾濫時の高水敷であっ

た。洪水を食い止めるために砂尾堤が築かれ

た。この地からは牡蠣殻が大量に出土する。

これを石臼で砕いて胡粉を作る。村人はみな、

頭のてっぺんから足の爪先まで真っ白。目と

口だけで区別が付かなかったと地誌にある。

栃木の巴川から積み出された石灰と混ぜて漆

喰を作る。胡粉は泥絵の具の原料となり、蛤

などの貝殻で作る胡粉は、人形の顔になり、

塩豆の塩になる。隅田川の舟から見る汐入の

夕焼けは見事だったろうと想像する。好天気

の夕方、ダイヤモンド富士も見えるので、江

戸っ子はよろこんだに違いない。

　

　世阿弥の息子観世元雅作『隅田川』は能と

謡曲の古典である。行方不明になった一人息

子の梅若丸を、半狂乱で探す母親が旅路の果

てに死んでいた子と幻想の中で再会する。『江

戸名所図会』にも絵入りで紹介している。悲

しい物語の場だから、暮雪としている。

　墨田区堤二丁目、隅田川河畔の木母寺には、

梅若塚がある。木母とは梅の事である。春日

部市にも梅若塚があり、そばには古隅田川が

流れ業平橋もある。また、春日部八幡神社に

は在原業平の「名にし負はばいざ言問はむ都

鳥わが思ふ人はありやなしやと」の歌碑もあ

る。『伊勢物語』の東下りを背景とした物狂

能。春日部ではここが本拠という。

　木母寺には、多くの文学碑がある。文人墨

客が遊んだ隅田川の名所は、木母寺と三囲神

社で、碑石が豊富。

　

　江戸時代の洲崎は隅田川の東岸。「新編武

蔵風土記稿」に「此辺古え茫々たる海辺の間

に許多の島々あり、寺島、牛島、庵崎等の名

あり」とある。この辺りは弘福寺や長命寺・

清雄寺など寺が多い。また、浅草寺の鐘は時

の鐘でもあった。暮れ六つの鐘には、一日を

終えた感慨がある。「五時から男」は蠢く。

　現在の洲崎は江東区の洲崎弁天、明治２１

年、根津から移された遊廓で、廃止される迄

栄えた。

　

　橋場は古い渡し場で、近くに中世の千葉氏

の城という石浜城址もある。『御府内備考』

に「橋場の渡　橋場より葛西領寺島郷へ達す

る船渡しなり。是古歌（業平の歌）に詠ぜし

隅田渡なりといふ、正保改定図には舟渡し六

十八間と注す」とあって、昔の奥州路はこの

渡しを舟で渡り対岸を北上して牛田から関屋

を経て千住・本木・島根・竹ノ塚・伊興へと

辿っていったと考えられている。渡し場の夜

雨は寂しい。旅路への不安も一入である。

　江戸っ子の自慢はもう一つ、隅田川の川魚

である。隅田川八景の遊覧船のために、船宿

は川魚料理を弁当にして舟に持ち込んだ。

　隅田川の河口や本流は、白魚が豊富に捕れ

る漁場であり、その佃煮や鯉の洗い、鮒の甘

露煮、うなぎの蒲焼き、どぜう汁、さらに、

鴨・野鳥の焼き鳥料理も、隅田川八景には欠

かせない味覚の楽しみだったろう。

うずまがわ

⑥梅若の暮雪

⑤汐入の夕照

⑦洲崎の晩鐘

⑧橋場の夜雨

④綾瀬の帰帆

ご ふん こ ろく

ひとしお

ぜ　あ　み かん ぜ  もとまさ 

み  めぐ り
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ワンポイント健 康 を 応 援 す る

　あけましておめでとうございます。皆様のご多幸・ご健康をお祈り申し上げます。
　平素より私ども葛飾健診センター（通称）をご利用いただき感謝の念に耐えません。
　ところで皆様方は健診受診時に要検査・要治療・要観察などを指示された際、どのよ
うに対処していらっしゃいますか。勿論、言うまでもなく指示にしたがっていただけれ
ば幸いです。しかしながら、例えばなぜ要精査となったのか、気がかりな病変が存在す
る可能性が強いかなど疑問を持たれた場合は、（TEL 03-3693-7896）健診受診機関が当
センターであったなら電話でお問い合わせいただければと思います。
　また一般的に健診後の新たな医療機関受診先は何処にと迷われた際には、最寄の大病
院をお奨めします。しかし、生活要因に起因することが多い肥満、高血圧、高脂血症、
痛風などについては、気軽に受診できる身近な病院・診療所などのご利用も便利と考え
られます。
　ここで医療法人社団さわやか済世葛飾健診センター（正式名称）設立について簡単にご
紹介させていただきます。本センターは、学校法人日本医科大学より運営協力を頂ける
体制確立のもと平成21年9月1日に新たに再発足致しました。日本医科大学が平成20年
に足立区．葛飾区．荒川区のがん拠点病院として認定され、当健診センターが大学特別
関連施設として指定されるに至った次第です。したがいまして何かの際には、葛飾健診
センターの健診結果表をご持参の上、日本医科大学付属病院を受診していただくと丁重
な診療を提供すべくご用意してありますので、当センター共々是非ご利用ください。

社会保険　葛飾健診センター所長

倉　　禎　二 先生
くら　　　　　 てい　　　 じ

健診受診後何かの際に、
　　　　どの医療機関に行ったらよいの？

第45回

（19社）
自　平成22年10月20日
至　平成22年12月15日

支 部 法　　人　　名 住　　　　　所 電　　話業　　　　　種

新　入　会　員　ご　紹　介

㈱ ケ ー ズ ベ ス ト

㈲ エ イ チ ・ ビ ー

小 林 電 気 工 業 ㈱

（同）LDKコンサルタント

㈱ サ ニ ー ベ ー ル

㈲ 舟 寿 し

丸 藤 小 林 土 木 ㈱

㈲ ら む ー る

㈱ I n f i n i t y

㈲ 神 山 自 動 車

ビ ー エ イ チ エ ス ㈱

㈱ ツ イ ン・ア ー チ

㈱ 伸 建 工 営

三 建 ホ ー ム ㈱

山 英 産 業 ㈱

㈱エンゲージメント

㈱ み な み

㈲大崎ブロック工業

㈲ 中 村 組

　1

　3

　3

　6

　6

　7

　7

　8

　8

　9

1 0

1 1

1 1

1 2

1 2

1 2

1 3

1 3

1 3

建 設 業

運 送 業

電 気 工 事

補 償 コ ン サ ル タ ン ト

建 築 内 装

飲 食 店

建 設 業

社 交 飲 食 業

不動産コンサルティング

自 動 車 整 備 工 場

介 護 事 業

化 粧 品

建 築 板 金 業

建 築 不 動 産

不 動 産 の 賃 貸

システムの開発コンサルティング

鳶 職

エ ク ス テ リ ア 工 事 業

土 木 ・ 舗 装

6806-2626�

5616-3530�

�

5856-0683�

5629-3291�

5616-6887�

3620-1594�

3571-7469�

5849-5657�

3606-0305�

5856-7317�

5686-6221�

3858-3783�

3858-5171�

3884-1644�

5843-9903�

3629-6514�

3606-6483�

3628-0830

千住1-39NIKOハイム北千住

西亀有4-22-14

鹿浜3-15-20�

綾瀬6-2-19-501

綾瀬2-24-5 澤田ビル203

東綾瀬1-14-4

谷中4-2-3

銀座8-4-4

中川3-28-10-1F

北加平町14-22

南花畑3-8-11

保木間1-35-13

一ツ家3-27-3-403

竹の塚3-6-8

西保木間2-18-17-302

竹の塚2-21-10

六木1-15-2

六木3-34-11

六木2-4-5
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※足立税理士会館（法人会相談室）千住１―３７―７　　TEL. ３８８２―９４１７

※（社）足立法人会館　　　　　　  千住中居町２５―７　TEL.３８８１―０３２６　

決算法人説明会 新設法人説明会

1月6日㈭

2月3日㈭

1月18日㈫

2月 7日㈪

開催日 開催日時　　間 時　　間 会　　　場会　　　場

午後１時３０分～３時３０分

〃 〃 〃 〃

午後１時３０分～４時足   立   税   務   署 足   立   税   務   署

月例研修会

開催日 時　　間 会　　　場 テ　　ー　　マ

2月８日㈫

1月12日㈬

13日㈭ 午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

足  立  税  理  士  会  館

足  立  税  理  士  会  館９日㈬

（社）足 立 法 人 会 館

（社）足 立 法 人 会 館

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

説明会・研修会等ご案内
どうぞお気軽にご参加ください。
　　  申込随時　会費無料

借地権
　　自然発生借地権をめぐる税務

誤りやすい事例
　　　　　事例から学ぶ

（　　　　　　　　　　　　　　　）

都 税 だ よ り
～ 23区内に償却資産をお持ちの方へ ～

１月は固定資産税（償却資産）の申告月です

【お問い合わせ先】東京都足立都税事務所　☎ ３８８２－２１１１（代）

会社や個人で、工場や商店などを経営している方が、事業のために用
いることができる構築物、機械、器具、備品等

平成２３年１月１日現在、償却資産を所有している方

償却資産が所在する区にある都税事務所の償却資産係

平成２３年１月３１日（月）

申告が必要な方

申　　告　　先

申　告　期　限

償却資産とは

償却資産の申告には、電子申告（eLTAX：エルタックス）もご利用できます

（23区内）

詳しくは、「申告の手引き」または主税局ホームページをご覧いただくか、資産が所在する区にある

都税事務所へお問い合わせください。

【電子申告についてのお問い合わせ先】

（地方税ポータルシステム）

http://www.eltax.jp/

※午前8時30分から午後9時00分まで（土日祝・年末年始を除く）

eLTAXイメージキャラクター
　　エルレンジャー

ホームページ

ヘルプデスク　☎0570-081459（IP電話・PHSから：☎03-5765-7234）

エルタックス 検 索 クリック

エル タックス
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果
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い
。

社団法人

足立法人会報

発行所

社団法人足立法人会
足立区千住中居町２５ー７
電 話    （３８８１）０３２６

編集人

広　報　委　員　会

第２０９号  （通巻２７１）

平成２３年１月１日発行

　昨年（１１月２６日）創立６０周年・社団化３５周年記念式

典は皆様の御支援をいただき盛大なうちに終ることができまし

た。ここに謹んで厚くお礼を申し上げます。

　身も心も引き締まる新しい年を迎えました。経済の要、デフ

レ脱却・雇用拡大につながるか、法人税率の引き下げは私達企

業においても久々に朗報といえるでしょう。

　これを機に一層の躍進をされますようにお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（広報委員　高宮）

題　　名　お正月

撮影場所　浅草仲見世

会 社 名　㈲ナルコー包材

氏　　名　高橋　節子

　仲見世にお正月飾りが見られると、

とてもうきうきして浅草寺への途中が

とても楽しめます。

1月号表紙写真

 

【
税
金
】
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